


ごあいさつ

追手門学院は、1888年(明治21年)大阪借行社間属小学校と して発足し、第2次世界大戦後の

再出発に当たってその立地する大坂城の正門にちなんで「追手門」という校名になっております。

本学院は、 2008年の創立120周年記念行事の一環として迫手門学院大手前中高等学校の校舎 を

建て替えることになり、多くの遺構をかかえる敷地の発掘調査を(財)大阪市文化財協会に依頼し

て実施しました。本書はその報告書です。数々の出土IZlから古い歴史を有する土地であることが

立証さ れました。発掘調査や報告書作成の労をとられた方々にお札を申し上げます。

私とともは由緒ある大坂城三ノ丸跡地で学べることを誇りに思って、今後一層努力して参りたい

と思っております。

例言

一、本書は大阪市中央区大手前 1丁目の学校法人追手門学

院による建設工事に伴い実施した発掘調査(OS06-7 

次、 OSは大坂城跡、を示す)の報告書である。

一、発掘調査と報告書作成の賀用は学校法人追手門学院が

負担した。

一、発掘調査および本書の作成は、財団法人大阪市文化財

協会文化財A研究部次長南秀雄の指揮のもと、同部学芸

員杉本厚典が担当した。

一、発掘調査で出土した遺物、その他の資料はすべて当協

会が保管している。

一、発掘調査や報告書作成に当たっては、大阪府教育委員

会、大阪市教育委員会よりご協力を賜った。

凡例

追手門学院長 ・大学長鈴木多加史

一、動物骨の分析は大阪市立大学大学院医学研究手|安部み

き子氏、魚骨-の分析は独立行政法人国立文化財機構奈

良文化財liJI究所埋蔵文化財センタ一環境考古学研究室

室長松井章氏と京都大学大学院人間 環境学研究科丸

山真史氏より玉稿を賜った。また、貝の分析は当協会

文化財研究部学芸員池田研が行った。

一、追手門学院大学考古学研究会(顧問 吉旧浩幸)部員の

発掘調査実習を受け入れた。

一、本調査地の基dι点、測量 -空中写真i)!IJ量はアジア航測株
式会社に委託した。

一、造物撮影の一部は内田真紀子氏に委託した。

1. 遺構名の表記は、石垣(SW)、塀・柵(SA)、建物(SB)、柱穴(SP)、土旗(SK)、構(SD)、塀(SM)、炉(SF)、井

戸(SE)、その他の遺構(SX)の11俗号を使用した。

2 本書で用いた方位は座標北で、座襟値は世界測地系に基づく 。また、水準値はT.Pι宣(東京湾平均海而値)を斥jv、た。
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箇所
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図3' 地層断面図
東壁南部

5頁
図4 地層と遺構の関係国

8頁
図4 第4層上面の遺構
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l. これまでの調査

調査地は上町台地の北端に近く、上町筋東側の追手門学院学校敷地内に位置する(図 1)。この地点

は1598(慶長3)年から翌年にかけて造成された大坂城三ノ丸の北辺部に当り、大坂ノ陣の頃には「サ

サノ丸」と呼ばれた場所である。

大坂城三ノ丸北辺で、は、これまでに徳川時代大坂城外郭関連石垣遺構発掘調査団、追手門学院校地

学術調査委員会、大阪府教育委員会、(財)大阪市文化財協会によ って大坂本願寺期、豊臣期、徳川期

の調査がなされてきた(註 1)。

大坂本願寺期の遺構は大阪市文化財協会OS83-15次調査地で礎石建物と溝、大阪市文化財協会OS

90-58次調査地で大川の護岸石垣が検出さ

れている[大阪市文化財協会1988・2002J。

前者では1580(天正8)年、石山合戦後に顕

如らが紀州、|へ退去した時の火災で生じた焼

土層も見つかっている O

豊臣前期の遺構は大川の護岸が徳川時代

大坂城外郭関連石垣遺構発掘調査団1975年

調査地から大阪市文化財協会OS90-58次調

査地にかけて見つかっている。また、大阪

府教育委員会によって1989・90年に実施さ

れた大阪府立女性会館(ドーンセンター)調

査地では、調査地の中央で両側に 111~0.7mの

側溝をもっ11I日3.5mの道路が]有北方向に延び、

ており、その東西にそれぞれ3区画ずつ屋

敷地が検出された。屋敷地では建物礎石が

見つかったほか、短刀・小柄が出土し、武家

屋敷と考えられている[宮崎泰史1993・黒田

慶一2005J。

三ノ丸の造成時にこれらの武家屋敷は埋め

られ、東西方向に石垣が築かれる。この石垣

は大阪市文化財協会OS83-15次調査地から

大阪府教育委員会の実施したドーンセンター

調査地まで約150mにわたって延びていた

[大阪市文化財協会2002J。造成された三ノ

丸の上に設けられた遺構としては、追手門学

院1980年調査地で、廃棄土墳が見つかってい

GN 

100m 

図I 今回の調査地とこれまでの調査地

写真 l 移築された三ノ丸の石垣
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るほか[追手門学院校地学術調査委員会1982J、大坂夏ノ陣の焼土層

が向調査地をはじめとする各調査地で、見つかっている。

徳川期の遺構は大坂城外郭関連石垣遺構発掘調査匠11975年調査地

で大川の護岸が検出され、大阪市文化財協会OS88-78次調査地で倉

庫とみられる礎石建物、追手門学院1980年調査地では石組遺構が見つ

かっている。とりわけ礎石建物は1616(元和 2) 年 ~ 1 65 1 (慶安 4 )年
よあん

まで青物市が行われた淀屋↑庵の屋敷の一部に当ることが絵図や文献

から推測されている[宮本佐知子1989J。

註)

(1)本書で用いる中 ・近li1:の|時期区分は、大坂本願寺期を本願寺倉Ij建の1496

(明応5)年から焼亡した1580(天正8)年まで、 豊臣前期を本願寺焼亡よ

り大坂城三ノ丸築造開始の1598(!室長3)年まで、豊臣後期を三ノ丸築造

より大坂夏ノ陣の1615(慶長20)年まで、徳川期を大坂夏ノ陣以降とした。

2.調査の経緯と経過

図2 調査地位置図

今回の調査地は大阪府教育委員会が1988 ~ 9 1年に実施したドーンセンター調査地と追手門学院校

地学術調査委員会が1980年に行った調査地の聞に位置する (図2)。 校舎建設に先立って大阪市教育

委員会による試掘調査が2006年 9 月 7 日に行われ、現地表下2 . 3 ~ 2 . 5 mで、大坂夏ノ陣の焼土を含む

整地層が残っており、その下から建物礎石が見つかった。さらに現地表下3.6m以下で、大坂城三ノ丸

造成時の盛土層が堆積していることが確認された。これを受けて追手門学院と大阪市教育委員会との

間で協議が行われ、建物の工事敷まで全面調査することになった。

調査は2006年11月6日よ り重機による表土掘削を開始し、続いて人力による平面調査を開始した。

平面調査は豊臣 ・徳川期の地層の残る調査地東半が中心となった。11月10日に最初の遺構面となる

第 1 a層上面の遺構を掘上げて全景写真を撮影 し 、 第 1 c ~ 5層上面の遺構を順次調査した。遺構の多

い第4層上面では12月8日空中撮影を行い、検出した遺構の図化を行った。12月7日より大坂城三

ノ丸の盛土の掘削を開始した。盛土は 2mを超える厚さが想定されたため、重機を併用して作業を行っ

た。盛土の下位に当る第6層の層l宇Iで工事敷であるTP+5.0mに達したため、 全面調査を終了した。

一一ー~ その後、盛土の厚さとその下の豊臣前期の遺構の状況を確認するた
匂 めに調査区中央に東1ITi10m、南北6.5mのトレンチを設け掘削を行っ

た。その結果、 TP+5.5mのところで豊臣前期の建物礎石が存在する

ことを確認し、 12月20日に現地での作業を終了した。

調査期間中、 11月18日に追手門学院大学の学生による実習を行っ

た。また12月12日に学校関係者を対象とする現地説明会を行った。

写真2 実習風景
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3.基本層序

調査地において以下のような地層が明らかになった(図3・4、写真 3~ 6)。

第1a層 :焼土や炭の含まれる暗褐色細粒砂の整地層で、層厚は20cmで、あった。本層より肥前陶器

皿45が出土したほか、18世紀頃の肥前磁器が出土 した。

第lb層 :褐灰色細粒砂の整地層で、層厚は10cmで、あった。調査地の南部に分布していた。

第1c層 :焼土や炭が多く含まれる黒褐色シルト混り細粒砂層で、層厚は10cmで、あった。本層中に

は焼土や炭が多く含まれていた。本層より 17世紀の肥前磁器の破片が出土したほか、青花碗5・皿6・

大町10、瀬戸美濃焼丸皿15・16.織部向付32・34、JJ巴前陶器灰柚皿47・水指60が出土した。

第2a層 : 暗灰黄~灰黄色細粒砂の整地層で、 層厚は 1 5 ~ 30cmで、あった。 本層上面にあ っ たとみら

れる建物の壁や柵は焼けていた。これらの遺構は陶磁器の年代から大坂夏ノ陣の時に焼けたものとみ

られる。

第2b層 :暗灰黄色細蝶混り細~中粒砂の整地層で、 層厚は30c01で、あった。この仁面で区画溝や羽II}

の掘形なとご検出した。第2b層より 17世紀初頭とみられる鼠志野向付の紺|片が出土 した。

第3層 4~ 12cm大の灰色粘土の偽傑で、構成される盛土層であった。層厚は第4層上面の標高が高

い調査地東側では 8cmと薄かったが、低い所では12~ 45cm と厚く堆積していた。 この層の上面には

廃棄土横SK3017や井戸SE3019が設けられていた。

第4層 :灰色細粒砂層で、 層厚は8cmで、あった。固く締っており、 層厚 2~ 3 cmの薄層が縞状に:tji

積していたため、土を敷き固めて整地した層と判断した。上面で溝SD4028や瓦敷SX4023を検出した。

第5層 :黄褐色粗粒砂による大坂城三ノ丸の盛土層で、最大50c01の層厚があった。本層上面でも道

路の側溝とみられる南北方向の講SD5003や道路面にあたるとみられる瓦敷SX5010を検出した。この

上面から豊臣後期となる。

第6層 :にぶい黄色粗粒砂よ りなる大坂城三ノ丸の盛土層で、最大230cmの層厚があった。南東か

ら北西に盛土され、上面は南東から北西に下る斜面を形成し、固く締っていた。本層中より備前焼措

鉢69・瀬戸美濃焼天目碗26が出土した。

第7a層 :オリーブ黒色の腐植土層で層厚は 1co1で、あった。層中より金箔押尉斗瓦173・174が出土

した。 本層以下では肥前陶器 ・ 瀬戸美濃焼志野は出土しておらず、第7a~ 9層は豊臣前期に相当する。

第7b層 :オリーブ灰色中粒砂混り細粒砂の整地層である。豊臣前期の建物礎石と講を覆って堆積し

ており、層厚は20 ~ 50cmで、あった 。 本層 より金箔押桐紋飾瓦166が出土した。

第8a層 :黒色シル ト層で、層厚は 2~ 4 cmで、あった。

第8b層 :灰色細粒砂層で、層厚は15cmで、あった。第8c層上面の礎石を覆う整地層である。

第8c層 :オリーブ黒色細粒砂層で、層厚は10cmで、あった。本層上面に礎石が置かれていた。

第8d層 :オリーブ黒色シルト混り組|粒砂層で、層厚は8cmで、あった。

第8e層 :灰色細l粒砂層で、層厚は 8co1であった。

第9層 :灰色中粒砂層で、層厚は20c01以上あった。この層の上面に礎石が据え られていた。
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4.遺構と遺物

4 -1.豊臣前期

a)第9・8c層上面の遺構と第 7層の遺物(区15、写真 7~ 9) 

第9層上面で建物礎石を 1個、第8c層上面で、建物礎石3個、第8a層上面で、溝とみられる遺構SD801

を確認した。 礎石は直径25 ~40cm 、 高さ 12 ~ 20cmの大きさで、 l. O ~1.2m間隔で並んでいた。SD801

は南北方向に延びており、 111高O.9m以上、深さO.4mであった。

これらの遺構の周辺からは、瓦 ・瀬戸美濃焼 ・備前焼 ・土師器皿などが出土したほか、第8a層から

は金箔;jljl桐紋飾瓦168 ・ 169 と 同質斗瓦172 ・ 175、第7a層から金箔1ljl~t斗瓦173 ・ 174、第7 b層から

金箔押桐紋飾瓦166が出土した。これらの遺構 ・遺物から、第 9層および、第8c層上面には武家屋敷が

建っていたものと推測される。
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4 -2. 豊臣後期

a)第 5層上面の遺構(図6、写真10)

第5層上面で大溝 ・溝 ・柱穴 ・土横・落込み ・瓦敷を検出した。大溝SD5101は'/iffi6.5m、深さ0.9

mで、 北約30。西方向に延び、埋土は淘汰のよい白色極細粒砂であった。溝底に機能時堆積層は認め

られなかったため、掘上げてから埋戻しまで、短期間だったとみられる(写真10)。構底より備前焼鉢64、

瀬戸美濃焼天目碗27が出土した。南北6m以上の落込みSX5102もSD5101と堆積状況が類似する。

SD5101'SX5102が埋められたのち、 i荷や小穴 ・土墳が掘られていた。SD5003は'/'aj1.3 ~ 2.0 m、

深さ0.3mの溝で、if1J:底に褐色粗粒砂混り中粒砂がj留まったのち、暗灰色細l粒砂で埋戻されていた。

また、 SD5003の西側には瓦敷SX5010が設けられていた。5 Cl11ft]に割った瓦を面を揃えて敷いてお

り、 SD5003の西側に帯状に分布することから、道路面を形成していたとみられる。また、SP5008か

31dl1 
ド

X-145 
270 

。

R
d
 

町280

10m 

1 : 200 

区16 写真10 SD5101断面(北:1ヒ西から)
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b )第4層上面の遺構(図 7、写真11~ 15) 

第4層を用いて第5層の遺構を埋め、土を敷き固めて整地したのち、調査地の中央には南北方向の

溝、東側には屋敷地とみられる区画が設けられた。
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写真11 調査地東部の第4層上面の遺構(北西から) 写真12 SD4028とその周辺の遺構(北から)

写真13 瓦敷SX4023(西から) 写真14 瓦敷SX4023とそれを埋めた第3層(南から)

804028は 111~ 2 . 3m 、 i~~ さ O .4mの溝である 。 灰色砂質粘土が溝底に i留まったのち 、 第 3 層で整地す

る際に、褐色細牒混り細粒砂と10cm大の灰色砂質粘土の偽礁で、埋め立てていた。講の機能時に堆積し

た砂質粘土は南側のものほど泥質であり 、i背底より瀬戸美濃焼折縁内禿皿14、軒丸瓦148のほか、 曲

物や漆器椀117などが出土した。

804028の西側には浅い溝や小穴 ・炉があったが、全体的に土を敷き固めており 、第5層上面と 同

様、道路面であったとみられる。炉8F4046は直径0.5mの窪みで、あり 、壁が赤く焼け凹みに炭がi留まっ

ていた。

調査地東部には東側が約0.3m高い段差があった。804028から段差までの11I面6mの区間にも土を敷

き固めており 、段差の下には瓦敷8X4023が認められた(写真13・14)0 8X4023は南北 5m、東西2.2

mの範囲に 5cm大に割った瓦を面を揃えて敷きつめていた。

段差より東の平坦部には礎石とみられる偏平な疎や柱穴 ・小穴が認められたが建物を復元するには

至らなかった。柱穴の中には8P4014のように人頭大の蝶が多数含まれるものもあった。調査区北半

北東部には段差に沿って南北方向に柱穴とみられる8P4020・4021・4022が設けられていた。これら

は2~ 5 cm大の灰黄褐色シル トの偽離を含む黄褐色細粒砂で埋戻されていた。8P4020~4022は敷地

の西辺を区切る布IIt8A4047を構成していたと推測される。

9 





c ) 第 3 層上面の遺構 (図 8 ・ 9 、 写真 16 ~ 23、表 1 ) 

第4層際上面のi宣構は灰色粘土の偽礁を多く含んだ第3層

で埋められる。この3層の上面には東西方向の相Iltや井戸・柱

穴 ・土概 ・小穴が設けられていた。

1111tSA3020は調査地の北半で検出した。直径約0.6mの

SP3004 ~3009で構成され、 それらの多くが1. 5 ~ 3.0m間隔

で東西方向に並んでいた。深さは深いもので、0.68mあったが

柱痕跡は認められなかった。

井戸や土墳はこの柵の南側で検出した。井戸SE3019は直

径3.1m以上の円形の掘~l~で、 jhE さは 1.6m以上あった。 井戸

側として曲物が使用されていた。土師器大皿97・98、軒平瓦

164などが出土した。

土墳は10基を検出した。円形が2基(SK3010. 3018)、長

方形がl基(SK3017)、不定形が6基(SK3011~3016 ) で

あった。このうち有機物が多く 、廃棄土墳とみられる土墳は

長方形のものと不定形のものとであった。

不定形の土暁は調査地北半南東部に多く認められた。これ

らの土墳は長径0 . 55 ~ 1.50m 、 探さ 0.19 ~ 0 . 52mであった。

SK3011 ~3013 、 SK3015 ・ 3016のように不定形の土壊は複

数がまとまって設けられていた。SK3011・3013は切合いを

もっており、 SK3013がいったん埋まってからSK3011を掘直

していた。調査地北半南東部の空間が廃棄場所として継続的

に用いられていたとみられる。SK3014より肥前陶器灰粕皿

39、土師器皿79が出土した。

調査区北半南東部に設けられた廃棄土騒が不定形で小規模

であ ったのに対して、調査区中央の長方形の廃棄土墳

SK3017は大型であり 、単独でほぼ正方位に設けられてい

た。この土墳は東西4.8m、南北3.1m、深さ0.6mであり 、

埋土は3層に分かれた。下層は壁際に灰色シルト、中央にオ

リーフ守黒色粘土層が堆積していた。壁際の灰色シルト層は斜

面に沿って堆積しており、側方からの流れ込みとみられる。

中層は細粒砂混り黒色シルト層で腐植物を多く含んでおり 、

多数の箸が出土した。上層は灰色細粒砂で 1~ 2 cm大の偽礁

が多く認められ、埋戻しによる地層である。このような堆積

状況からゴミが棄てられたのち、埋戻しが行われたことがう

'Eよ
1
i
 



かがえる。

下層のオリーブ黒色粘土には陶磁器や木製品のほか、動物骨 ・魚、骨 ・植物種子などが含まれていた。

調査時に有機質微細遺物が多数含まれていることが想定されたため、下層の土をほぼすべて採取した。

探取した土は土嚢袋70の量にのぼった。これらを水漬けしてほぐし、 1 mmの飾にかけて水洗したとこ

ろ、多数の動物骨 ・魚、骨 ・植物種子を抽出することができた。

出土した遺物には下駄や人形なども含まれるが、漆器椀・ 皿や曲物といった木製容器、箸などの食

事に関するものが多い(表 1)。 自然遺物には動物骨・魚骨 -貝類 ・植物種子などがあった。動物骨・

魚骨 ・貝類について、詳細は後述の分析結果を参照されたい。ここではその概要について述べる。

晴乳類はクマネズミ属 ・シカ ・ウマ ・イヌ、鳥類はニワトリとみられるキジ科・カモ科 ・サギ科が

出土している。ネズミ以外は食用の可能性が指摘されており、イヌやキジ科には若い個体が多い傾向

があり、カモ科に切断痕のあることが明らかにされている[安部みき子、本書pp.39-42]。

魚類はマダイ -シイラ -マダイなどを含むタイ科 ・マダラ ・キダイ ・フグ科・アジ科 ・カマス科な

どが出土し、食物相が多様であり、秋から冬に獲られた可能性が指摘されている[丸山真史 ・松井章、

本書pp.43-46]。また、体長30cm以上の中型から大型のマダイに、正中方向に切断される「兜割」の

痕跡が顕著であり、頭部を利用した料理の可能性が指摘されている[向上]。

貝類はサザエ ・ハマグリ ・アカガイ ・アカニシ ・イタボガキ ・アワビ類 ・ハイガイ ・ノくイなどが出

土しており、遠隔地から持ち込まれた多数の献水性種から構成されることが指摘されている[池田研、

本書p.47]。

出土した陶磁器 ・土師器 ・木製品の中で、図化した遺物は青花小杯1・2・端反碗3、瀬戸美濃焼天

表 1 SK3017出土の陶磁器-土川i器-木製品

木車ζ1)口口口 箸 1659点 漆器大型椀 6 
下駄 4 漆器中型椀 6 
クサピ l i~~器小~中型椀 2 
へラ 29 漆器小型椀 3 
櫛 2 1茶器小型血(高) 3 
建築部材 12 i~~器小型血 (低) 4 
木簡 l i~~器小型皿 (高低不明) 2 
木釘 l 

人形 2 磁器 青花ノl、杯 2 
其 l 青花端反碗 l 

栓 8 陶器 瀬戸美濃焼志、野鉢

不明 1 瀬戸美濃焼鼠志野向付 2 
木製容器 折敷(小型) 3 瀬戸美濃必't天目碗 l 

折敷(中型) 4 瀬戸美濃焼丸肌 l 

折敷(大型) I 軟質施粕陶器碗 l 

キ泊 4 肥前陶器向付 4 
曲物小型側板 I 肥前陶器皿 3 
曲物小型底板 9 月E前陶器小杯 1 
曲物大型側板 l 肥前陶器碗 l 

曲物大型底板 l 備前焼茶入 l 

出物中型側板 3 備前焼徳利

曲物中型底板 9 丹波焼大平鉢 4 
漆器膳足 2 土師器 土師器皿 16 
i奈器折敷 l 土師器灯明血 6 
i~正器曲物大型底板 l 土自fIi器焼塩壷 4 
漆器曲物中型底板 i 土師器焼塩査叢 2 
1茶器抗議(中型椀に対応) 3 土師器羽釜 l 

-12 -
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図9 SK3017平面 -断面図

目碗25.内禿皿17、瀬戸美濃焼志野向付23・鼠志野向付35・36、肥前陶器阻37・38・40・小杯48・

碗51.向付56-59、備前焼茶入62・徳干1]63、丹波焼大平鉢65-68、土師器皿71・72・76-78・80

-90・96.焼塩壷102-105.焼塩壷蓋100・101・羽釜99、漆器大型椀106-109・中型椀110-

113 .小型椀114-117・蓋118-120・皿121~ 126 、 折敷127 ・ 128 ・曲物129 ・ 下駄132 ・ 人形137 ・

138 .木簡136である。これらの遺物の中で最も新しいものは大窯第4期段階末期に位置づけられる

瀬戸美濃焼鼠志野向付であり 、1600年代後半から1610年代初頭以前の年代が与えられている[藤淳良

祐2002J。

漆器碗には大型と中型とがあり 、中型の椀には蓋が伴うとみられる。サイズの違いは飯や汁といっ

た用途の違いと考えられるO また、箸は完形品が149点、破片が1，510点出土した。完形品の長さの

平均値は24.7 cm で、あ り 、 破片の総延長は 1 76 3 7.9 cmで、あ っ た 。 総延長を完1l~ 1日の長さの平均値で割る

と864点となり 、432膳の箸が棄てられていたと推測されるO また、この土i蹟とその周辺からは箸置

きとなる耳皿は出土していない。

これらのことを総合すると 、漆器椀 ・土師器皿・ 絵の描かれた向付などに、山海の食材からなる料

理が盛りつけられ、箸をそえて各品を折敷の上に載せるといった、膳立ての整った食事がなされてい

たと想像される。また、供JJ善具か調理のための容器かその用途について明らかではないが、直径40CJll

と大型の丹波焼大平鉢が4点出土している。

以上のように食器の組成や出土した動物 ・魚 ・貝の様相から、SK3017は日常的な食事というより

も、会席のような食事の残淳を棄てた土墳と考えられる。

このように第4層の遺構を埋戻したあとも 、建物跡は見つかっていないが、柵で区画し、その南側

では生活が営まれていたことがうかがえる。
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写真22 箸出土状況(東から) 写真23 遺物取り上げ状況(南東から)
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4 -3.大坂夏ノ陣前後の遺構

第2層で、は第2a層と第2b層の上面で遺構の検出を行った。第2a層の上面では、以下に記すように

大坂夏ノ陣の時に焼け落ちた建物や柵が見つかっている。第2a層上面の遺構と第2b層上面の遺構と

は遺構の位置や方向などに共通点が多く連続性が高い。

a)第2b層の遺構(図10・12、写真24・26)

調査地北半南側に東西方向に中11&が設けられ、その北には溝によって方形に区画された空間があった0

1'11& 8A2273は8P2259~2267よりなる 。 長径0 . 6 ~ 0.7mの楕円形の穴に直径16cmの柱を 2 本入れた

もので、0.3m間隔で東西方向に延びていた。また柱の多くは第2a層で柵8A2102の柱跡として掘下げ

た8P2080~2094 と 一致しており 、 第2b層上面において柱を据える穴を掘込み、柱を入れた後に穴を

埋めて固定し、第2a層で整地したものと判断される (図3、写真3)。

方形の区画は幅0.3m、深さO.lmの溝8D2245によって固まれていた。その内側で浅い滑8D2254--

2257を検出したが礎石は認められなかった。

トヘ

1 :灰褐色調IJ砂
2 : 1i~褐色調IJ砂
3 :茶褐色掛IJ砂
0 1m  

1 : 40 

図10 SK2204平町・即f由凶 写真24 SK2204(南から)
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調査地北半南東部には不定形の廃棄土蹟8X2244が

設けられ、その西辺の立上りには板材が横に置かれ

ていた。埋土から青花即8・瀬戸美濃焼志野丸皿20・

肥前陶器碗540 土師器皿73が出土した。第3層上回

でも同じ場所に同様の廃棄土墳が見つかっており、

第2b層によって整地された後もゴミを棄てるスペー

スとして用いられていたことがうかがえる。

また、調査地北半北西部には瓦の細片を棄てた土

墳8K2204が設けられていた。瓦と共に中国製磁器色

絵皿7・大皿9、瀬戸美濃焼折縁血l12が出土した。

b)第2a層上面の遺構(図11・13・14、写真25・

27 ~ 35 ) 

本層上面に瓦組みの区画講 -瓦敷の溝 ・瓦敷の排

7J(i荷・礎石JiJ 0 相IIt0 土墳などが設けられていた。

土擁8K2070は、第2a層を掘下げる過程で輪郭が

明確になり、第2a層上面の8P2075に切られ、第2b

層上面の802245を切っていたため、第2a層の整地

作業中に掘られたとみられる。埋土中より土師器皿

75が出土したほか、複数個体のウマの骨が見つかっ

た[安部みき子、本書ppo39-42J。

瓦組みの区画溝802072は第2b層上面の区画溝

802245を踏襲しており、平瓦を溝の肩に立ててい

た。埋土より肥前陶器小杯49が出土した。

この802072によって固まれた区画の北には瓦敷の

構802030と排水溝802009が設けられていた。

802030は 111~0 .48m、深さ O o07mの断面コ字形の溝底

に掌大に割った瓦が敷かれており、雨落ち溝の可能

性が高u、。また802030の北105mのところからほぼ

図13

空竺::::::--- ~ 

x 

ヒ=コ二二二ニコ一一
80 

2072平面 ・立面図

TP+ 
900m 

807m 

2m 
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写真27 瓦敷のi.1lJ:SD2030(束から)

写真28 瓦敷の排水i't/i:SD2009(南から)

写真29 瓦組みの区画法SD2072(北東から)
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北に向って802009が延びていた。この溝は平瓦の凹面を上にして並べたものであり北に下っていた。

802072と802030によって区画された建物敷地から北の低所部に延びる排水溝と考えられる。

キIIfr8A2102は8P2080~2094で構成され、 802072の南側に東西方向に延びていた。 直径 1 6cIllの柱

跡が0.3 ~ 0.5 m間隔で並び、この柱を据えた穴は上述したように第2b層の上から掘込まれていた。 柱

のうち8P2084・2085のものは焼けていた(図3、写真3)。 この柵に平行して、その南側にI!J高0.60m、

深さ0.14mの浅い溝802095が延び、さらに南 6mの所には802099が設けられていた。802095の埋

土には焼土 ・炭が多く含まれ、備前焼播鉢70が出土した。802099からは石臼144が出土した。

調査地北半南東部では礎石列と J帯が見つかっ た (写真3 1) 0 礎石列は一辺が1 5 ~ 25c01、高さ 10 ~ 1 5

co1で、 0.55m 間隔で東西方向に 3 箇並んだものである 。 これらは直径0 .1 6 ~ 0.20 m の小穴8P2042 ~

8P2044に据えられており、上端の高さがTP+8 . 9 ~ 9.0m とほぼ揃っ ていた 。 礎石列に平行して

802039 ・ 2041 、直交して802040が設けられていた。 いずれも I!J日0 .4 ~ 0 .5m、深さ O.l mで802039 ・

2040には焼土塊と炭が入っていた。一方、礎石列の南側に平行して設けられた802041からは、木舞

をもっ焼けた壁土の一部が見つかった (写真32 ~ 35 ) 。 木舞は炭化しているが、細い竹材を使用して

約4.5c01間隔で、組まれており、木舞両側は桂色に焼けた粗粒砂混り極細粒砂によって挟まれていた。

木舞の下(外側)には樺色に焼けた層厚6cmの粗粒砂混り極細粒砂、 3cmの緑灰色シルト混り極細粒砂、

1.5cmの暗灰色シルト混り極細粒砂が順次層を成して存在する (写真35)0 これらは壁の下(粗)塗、中

塗、上塗にそれぞれ対応する可能性がある (註 1)。 礎石列の上位にあった壁が焼けて南側に倒れ、そ

の一部が802041の理十として残ったと考えられる。802041からは肥前陶器皿46・碗53が出土した。

第2a層では火災の痕跡が残された建物や柵の他に、火災後に焼土や焼けた瓦、礎石をまとめて投棄

した土墳が多く見つかっている。8K2067~ 2069は802072より後に掘られた廃棄土績で、採さは0.5

~ 0.8mで不定71~であ っ た 。 埋土より焼土や炭・灰、焼けた瓦や礎石とみられる人頭大の石などが出

土した。8K2067より肥前|向器皿43、i肝平瓦156・158、8K2068より肥前陶器碗50がそれぞれ出土し

た。8K2069は土墳底に土師器皿91~95が並べられており、埋土より瀬戸美濃焼織部向付31 ・ 33 .志

野丸皿19・鉢22.高取焼斐61が出土した。また、 22は8P2048からの出土片と接合した。

そのほかにも瓦敷の溝802030を切って廃棄土墳8X2032が設けられていた。これは南北5.5m、東

西2.5m以上の規模で、上述した 3基の土墳と異なり浅く面的に拡がっていた。内部にスサを含んだ

拳大の焼土塊と焼けた瓦、礎石とみられる人頭大の礎石が出土したため、焼失した建物の廃材を投棄

した土墳とみられる。埋土より瀬戸美濃焼志野丸皿18・19が出土した。802072や802030に固まれ

た空間では礎石は見つからなかったが、 8X2032が存在することから建物が存在した可能性が高い。

調査地北半北東部の8K2001より瀬戸美濃焼茶入21、8P2006より瀬戸美濃焼志野織部碗30、

8P2007より軒平瓦159、8K2019より青花大皿11、8P2022より肥前陶器皿41、8K2031より瀬戸美濃

焼織部碗29と軒平瓦153. 161、8P2038より瀬戸美濃焼志野小杯24、8K2054より肥前問器皿44、

8K2063より軒丸瓦147・150、8K2066より肥前陶器皿42.碗52.土師器皿74が出土した。

註)

(1)大阪歴史博物館学芸員 李陽浩氏の待1I教示による。
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4 -4.徳川期の遺構

焼土や炭を多く含む土で整地を行って形成された第1c層の上面には、徳川氏大坂城期の礎石が点在

し、土墳・ 小穴が掘られていた。この上に第1b. 1a 層の 2層の整地層があり、第1a層の上面には井

戸や土墳 ・小穴が設けられていた。

a)第lc層の遺構(図15・写真36)

調査地北半東~中央部で礎石列を検出した。 礎石は直径20~30cm、高さ 10~ 20cmで、あり、 1.4~2 . 2

m間隔で並んでいた。礎石列の南北軸は座標のそれとほぼ合致しており、豊臣期の礎石列や区画溝が

座標の南北軸より北3。東に傾く状況とは異なる。土旗や落込みは礎石列の東側に多く認められた。

調査地北半北東部の浅い窪みSX1202~ 1204からは瓦の細片、調査地北半中央部のSK1223 ・ 1225か

らは石材が多数出土し、 S01201より 青花碗4が出土した。

一方、調査地南半では制IIJを検出し

た。柵SA1239 は小穴SP1233 ~

1237で構成され、 O.6m間隔で南北

方向に並んでいた。SA1239を構成

するSP1237より鬼瓦165が、また柵

の西に位置するSP1232より宝陸印

塔相輪142が出土した。

b)第la層の遺構(図16・写真37)

調査地北半南側に井戸SE1025が

設けられていた。SE1025は直径2.5

m、3.4m以上の深さで、第6層にま

で達していた。盛土層の崩れやすい

部分には、高さO.92m、直径O.86m

の桶を 2段に積み、その上に曲物を

重ねて井戸側としていた。第3層の

井戸SE3019では井戸側を据えるた

めの掘形が大きかったのに対して、

SE1025は井戸側と井戸側を据える

ための掘形とがほぼ同じ規模であっ

た。SE1025から石臼145、金箔押軒

丸瓦170が出土した。170は井戸の下

部層から出土しており、第7層以下

からの遊離資料とみられる。

また、 SP1009より寛永通宝が出

土した。

写真36 第1c層上面の遺構(北西から)

写真37 第1a層上面の遺構(;1ヒ西から)
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4--5.出土遺物

出土した遺物は中国製磁器 ・国産陶器(瀬戸美濃焼 ・軟質施紬陶器 ・肥前陶器 ・高取焼 ・備前焼 ・

丹波焼)・土師器 ・漆器 ・木製品 ・石製品 ・瓦 -動物遺存体などである。

a)中国製磁器(図17)

中国製磁器には色絵7・9と青花1~6 ・ 8 ・ 10 ・ 11 がある 。 また、それらには精綴な作りの景徳鎮窯

系(1~ 4 ・ 6 ) のものと樟什|窯系 (5 ・ 7 ~ 1 1) のものとに分類される 。

7は色絵皿である。二次的に火を受けて絵付けの粕薬が溶けているが、口縁部内面には青海波文が

認められる。底部付近に砂が厚く付着する。9は大皿である。口縁部内面には四方棒文が描かれ、立

ち上がり部分には長円形の区画が描かれる。二次的に火を受けて変色している。

1は小杯で口縁部外面に圏線を巡らし、 草花文を描く o2は小杯の高台部分で、見込みには圏線を巡

らせ内側に文様を描く O 高台にも圏線を入れ、畳付の粕をシャープに剥ぎ取る o 3は端反碗である。

口縁部は外反しており 、内面には葉と果実とみられる文様を描き、外面に圏線を入れる。6は内面に

竜を描いた皿である 。 畳付の~Ia を剥ぎ取る o 4は碗であり 、口縁部外面に二重圏線を巡らせてその下

に牡丹唐草文を描く 。

10は大皿で口縁部内面に青海波文を描く 。見込みの文様は山水文とみられる。高台には砂が付着す

るo 8は口縁部が鍔状に屈曲する大皿で、大ぶりの花弁と雄蕊を描く 。11は見込みに牡丹唐草文を描

いた大皿で、高台には砂が付着する。二次的に火を受けて変色している。5は見込みに十字花を描く

碗の高台で、畳付には砂が付着しており 、粕は剥ぎ取られていない。高台内は無柑である。

b)瀬戸美濃焼(図18)

12~27 ・ 29 ~ 36は瀬戸美濃焼である 。 小皿・ 皿 ・向付 ・ 碗・ 小杯 ・ 鉢のほか、沓形を呈する碗 ・

茶入などの茶陶や志野 ・志野織音rs・織部などがある。

皿 12~ 17は灰紬の皿である 。 12は折縁皿で削り込み高台である 。 13 ・ 14は折縁内禿皿である 。

13は削り込み高台で、高台には下の器の柑が付着する。14は内面にワトチの痕がある。高台脇と高台

内にケズリを施し、高台の断面が低い台形を呈する。15・16は小型の丸皿で、16の内面には灰紬が

厚く溜まる。15・16ともに高台内にはワトチの痕がある。17は内禿丸皿である。内面にはワトチ、

高台内には重ね焼きの痕がある。

18~20は志野丸皿である 。 18は高台を貼付けたあとに高台脇と高台内部にケズリを入れ高台断面

を三角形に整える。高台内にも紬が掛かり、内面には円錐ピンの痕が認められる。19は削り出し高台

で、高台内にも粕がかかる o 20は志野丸Jlllである。内面には口縁と底部に圏棋を巡らせ、その聞に鉄

利で草花を描く。高台脇と高台内にケズリを入れ高台断面を低い台形に整える。高台内には3箇所に

トチの痕が残り 、内面にも窯道具の痕跡が認められる。また、高台内には墨で記号を入れる O

向付 31は織部向付である。二次的に火を受けて元の色は失われている。類似する破片から半環足

として復元した。見込みに輪違文を描く 。33も31と同様に二次的に火を受けている。文様は大きさや

形などが31と類似してお り、揃いになると考えられる。32は洲浜形に復元される織部向付で半環足で

ある。34は織部向付である。鉄絵で二重の五角形文と丸つなぎ文を描く。36は鼠志野向付である。断
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図17 中国製磁器

SD120l( 4)、SK2019(1l)、SK2204(7・9)、SX2244(8)、SK3017(1-3)、第1c層中(5・6・10)

面部分の観察から、灰色柚を掻き取り、その凹みに白色の長石粕を入れたことがうかがえる。草花を

描いたものとみられる。35は36と同じ特徴をもつことから揃いになるとみられる。

碗 30は志野織部碗である。内面に同心円文、外面には竹と宝文、 山と植物の文様を鉄絵で描いて

おり、その部分が火色を呈する。高台は高く外反する。内面には円錐ビンの痕が3箇所認められる。

畳付には繊維状のものが付着し、高台内にも粕が施される。26・27は鉄柚を施した天目碗である。25

は天目碗の高台で、内面には鉄柚が施される。29は黒織部の沓形を呈する茶碗である。口縁部は肥厚

し腰部に2条の沈静えが巡る。外面に一長石粕が認められるが、文様部分は欠損する。

小杯・鉢・茶入 24は志野小杯である。内面全体と外面腰部まで長石柑が掛かる。22は口径28cI11

の志野鉢である。23は志野向付の底部である。碁笥底のように高台内が浅く 窪む。21は鉄紬を施した

茶入である O 二次的に火を受けているが、内面には有機物が付着する。

c )軟質施利陶器(図18)

28は軟質施紬陶器の筒形を呈する茶碗である。二次的に火を受けているが、元来、内面は黒色、外
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SK2001 (21)、SP2006(30)、SK2031(29)、SX2032(18'19)、SP2038(24)、SK2069(31.33)、
SK2069十SP2048(22)、SK2204(12)、SX2244(20)、SK3017(l7'23.25.28.35・36)、
SP5008(l3)、SD4028(l4)、SD5101(27)、第1c層中(15. 16 . 32 . 34)、第6層中(26)
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SP2022 (41)、SD2041(46 . 53)、SK2054(44)、SK2066(42・52)、SK2067(43)、SK2068(50)、SK2069(55)、

SD2072 (49 ) 、 SX2244 ( 54 ) 、 SK30 1 4 ( 39 ) 、 SK3017 ( 37 ・ 38 ・ 40 ・ 48 ・ 51 ・ 56 ~ 59 ) 、第 1a居中 (45 ) 、 第2al宮中 ( 47 )
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図20 肥前陶器 ・高取焼・備前焼 ・丹波焼

SK2069(61)、SK3017(62・63. 65 . 67 . 68)、SK3017+SK3015(66)、SD5101(64)、第lc層中(60)
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。 20cm 

図21 備前焼

SD2095 ( 70 ) 、負í~6層中(69)

面には緑色の紬が施されていたとみられる。

d)肥前陶器(図19・20)・高取焼(図20)

皿 37~47 は灰Jflllの皿でLある。 37~40は重ね焼きの痕跡は認められないが、41~47には胎土目が

認められる。41は二次的に火を受けている。部分的で、あるが高台外面まで柏が掛かる。44は4箇所に

胎土目が認められる。47は低平な器形が特徴で、口縁端部にナデを施してシャープに整える。高台内

には墨書がある。45は二次的に火を受けた灰利の皿である。4箇所に胎土目が認められる。43は内面

に4箇所の胎土日が認められる。高台は外側を削り落としており、断面が三角形を呈するO

小杯 48・49は灰柚小杯で、ある。いずれも高台脇から腰部にかけてケズリで整えるO 高台内は兜巾

状である。49は48よりも高台脇に深いケズリを施して高台を高くする。内面に鉄の小塊が付着する。

碗 50 ~ 55は碗である 。 50は鉄紬で文様を描いた筒形を呈する碗である 。 51 ・ 52 ・ 55はいずれも

内面と外面腰部にかけて灰紬を施す。52は口縁部内面に粕を掛け残した部分が筋状に残る。55は内面
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区122 土師器

SK2066 (74)、SK2069(91-95)、SK2070(75)、SX2244(73)、SK3014(79)、

SK3017(71 . 72 . 76-78 . 80-90・96'99-105)、SE3019(97 . 98) 
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図23 漆器椀

SK3017 (106-116)、SD4028(117) 
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図24 奈器葦皿

SK3017(1l8-126) 

に胎土目が認められる。53は外面に鉄紬で、文様を描いたのち、内面から眼音1¥にかけて薄い透明利を施

す。54は鉄JfIIlの碗で、ある。腰高の器形で口縁部が短く外反する。52と同様に口縁部内面には粕を掛け

残した部分が筋状に残る。

向付 56 ~ 59は鉄粕で文様を描いた向付である 。 57は梅文を描き、その上からやや白みを帯びた

透明紬を施す。58は内面にアヤメ、ススキなどの四季の草花を描いたのち透明粕を施す。56は文様や

形状から58と揃いになるとみられる。59は内面にアヤメを描いたのち透明柚を施す。

水差・聾 60は二次的に火を受けているが、利が施された痕跡があり 、肥前陶器の水差とみられる。

61は高取焼の斐で、ある o 直接接合できない破片が数点認められたが、特徴的な破片であり、出土点数

も限られていたため、同一個体として復元した。藁灰紬を全面に施しており 、内面には厚い白色の利|

溜りが認められる。底部には重ね焼きをした部分以外に植物繊維が付着した痕跡が認められる。重ね

焼きの痕跡から 2つの製品の上にこの個体が置かれて焼かれたことがうかがえる。

e)備前焼(図20・21)

茶入 62は内面にロクロ目が顕著で、あり、底部外面にはヘラ記号が入る。胴部は横断面が正円形で

あるが頚部以上は楕円形である。
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第8al習中(168，169， 172， 175) 

ウ
i
円べ
U



徳利 63は肩部に 3条のへラ記号が入り、頚部内面にはシボリ目が残る。

鉢.t雷鉢 64は鉢、 69・70は情鉢である。64の底部にはヘラ記号が入る。橘鉢の摺目は69が8条、

70が9条でー単位を構成する。

f)丹波焼(図20)

65 ~68は丹波焼大平鉢である 。 いずれも直径40cm弱で、ある 。 内面には重ね焼きの痕が残る 。

g)土師器(図22)

皿171~ 96、大皿 97 ・ 98、焼塩壷1 02 ~ 1 05とその葦100・101、羽釜99がある。95は内面に赤色顔

料が付着する。82は底部に、 90は口縁部外面にそれぞれ墨書が認められる。

h)漆器(図23・24)

1 06 ~ 1 09は大型椀である。106・108・109は内外面黒色で、 106は見込みと外面に赤色で2羽のオ

シドリを描く 。 107は内外面とも赤色である 。 110 ~ 113は中型椀である 。 110は内面黒色、外面赤色

で見込みに文様をもっ。113は内外面とも黒色であり 、外側に106と同様の 2羽のオシドリを描く 。

111 ・ 112は内面赤色、外国黒色であり、前者には松葉文、後者には三盛亀甲紋を描く 。 114 ~ 117は

小型椀で、ある 。 114 ~ 116は内面赤色、 外面黒色、 117は内外面黒色である 。 114 ・ 116は宝文、 115は

松葉文を外面に描く 。 117は見込みと外面に丸に釘抜き紋を入れる 。 118~120は蓋である。118は内

外面とも赤色で外国には沢潟文を描く 。また高台内に独楽の形を線刻する。119は内面赤色、外面黒

色で、 112と同様、 三盛亀甲紋を入れており、 112の葦とみられる。120は内外面とも黒色である。121

~ 126は血である 。 高台内面の器壁が122 ・ 123は厚いが、 124 ~ 126は薄く、高台も低い。 122 ・ 123

は内面赤色、外面黒色で前者には樹木文、後者には鶴亀松文を入れる。124・126は内外面赤色で124

は内面に輪違い紋を入れる。125は外面に赤色の漆が残るが、内面は剥離しており不明であるO

i )漆器以外の木製品(図25)

127・128は折敷である。127は一辺31.6cI11、高さ2.8cl11で、ある。 側板の四附内面には切り曲げのた

めの切込みが認められる。128は一辺が22.4cl11の折敷底板で墨書が見られる。側板を固定するための

2個一対の孔がある。129は曲物側板である。孔が聞いており、樹皮を用いて補修をする。底板を留

めるための孔が見られない。130・131はへラである。130の側面には刃部から柄部にかけて溝状に浅

く凹んでおり 、紐をかけた痕とみられる。また、柄部には 2個所に木釘の痕が認められる。131は基

本的に片刃であるが先端のみ両刃である。132・133は一木作りの下駄である。132は左足用で、長さ

21.0cI11、 11I高8.5cl11で、ある。裏面に五せ星を刻む。133は長さ 13.7cmと小型で、緒孔には鼻緒を留めるた

めの材が残る。134は栓である。長さ3.7cl11、直径1.7cI11で、 基部には直径0.9cl11の円形で、高さO.4CI11

の突起がある 。 135は長さ 3 .4C Jl1 、 1 11高 1. 9cmの 一長方形の板で、 山 71~を墨で書き入れる 。 136は頭部側方

に2個所の扶りを入れており 、荷札木簡とみられる。文字が見られるが判読できなかった。137・138

は人形である。137は長さ4.5cmで、両側を落としてできた稜に鼻、仁lを刻む。目の部分は墨で描く 0

138は長さ6.3cmで、両側を扶 り中央の稜を鼻とする。仁|と鼻、眉は刻みで表現する。

i )石製品 ( 1.~1 26 )

139 ~ 141は硯である。139は表裏を使用する。140は11I高3.5cmの小型品である。141は140よりさら
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に小型品で、 lþ]jj 2 . 5CIl1で、ある 。 142は宝陸印塔相輪の九輪部分下部に当る 。 143 ~ 145は石臼である 。 145

は上臼で播目を放射状に入れる。144は下臼である。143は直径40CIl1に復元される茶臼の下臼である O

k)瓦・ 金箔押瓦(図27・28)

146 は菊丸、 147~ 151 は車f;!L瓦、 152 ~163は軒平瓦、 164は滑留め付き軒平瓦、 165は鬼瓦である 。

147は巴文の断面が角張っており 、珠文をもたない。148はイブシ焼せず、瓦当と丸瓦部は丸瓦部に

カキヤブリを施して接合する。ヌL瓦部凹面にはコピキBが見られる。149は珠文数が多く 32個に復元

されるo150は直径16.4CIl1で、珠文数は15個である。151は直径16.2CIl1、珠文数15個であり 150と類似

するが、巴文の尾が一個所で接しており 150と異なる。軒平瓦は全て中心飾りの側方に居草文を配す

るものである。中心部liりは多様で、、 専をもっ一点珠三葉153・161、三葉156、宝珠157がある。153・

161の唐草は第 l支葉のみであるO また、 158・164は姫路城や播州八正寺で見られるものと同じ文様

で、唐草の問に葉の表現が認められる[黒田慶一1996Jo165は桃文の鬼瓦で、葉の部分である。

166 ~ 175は金箔押瓦で、 166 ~ 169は桐紋飾瓦である 。 166 ~ 168は大きさや文様もよく似ており 、

いずれも五七桐紋とみられる。葉脈を 2条の凸線で表現し、一辺90illlの方形の釘穴を設けている点が

特徴である 。 170は軒丸瓦で外縁に金箔が残る 。 172 ~ 175は尉斗瓦、 171 は輪違いで、いずれも側面

に金箔が残る O

5. 自然科学分析

5 -l.哨乳類 ・鳥類の骨の分析

安部みき子(大阪市立大学大学院医学研究科器官構築形態学)

a )はじめに

豊臣後期の遺構から約110点の鳥類と晴乳類の動物遺存体が出土し、日甫乳類は属または種まで、鳥

類に関しては科まで同定できた。これらの結果を遺構ごとにまとめて報告する (表8、写真38)。

b)SK3017出土の動物骨

11甫乳類は l属3種、鳥類は3平|までの同定が可能であった。晴乳類の内、出土数の最も多かったの

がクマネズミ属で総数24点、最小個体数は 4個体であった。出土部位はほぼ全身におよび、比較的保

存状態の良い頭骨も出土している。また、 上腕骨や腔骨などの長骨は骨端が未癒合な若い個体も含ま

れていた。シカは上肢骨のみ5点見られ、最小個体数は2個体であった。ウマは榛骨 l点のみであっ

た。イヌは長骨の骨端が未癒合の長骨4点が出土しており 、これらは同ーの個体と思われる。

鳥類はニワトリと思われるキジ科のものが6点出土し、そのうちの 5点は骨化が進んで、いない長骨

でありこれらは非常に若いと推測される。残りの l点は蹴爪を有した足根中足骨であり、オスの成鳥

であった。最小個体数は幼鳥が2個体、成鳥が3個体となる。カモ科は5点出土しており、大型の上

腕骨がI点と、中型でオナガガモと同大のもの2点とオナガガモよりやや小型のもの l点が見られ、

最小個体数は3個体となる。サギ科はチュウサギよりやや大きい足根中足骨が同定された。

c )第2b ~ 3層出土の動物骨
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鳥類のみが出土し、キジ科2点、カモ科がl点とサギ科がI点同定できた。キジ科はニワト リと思

われ、いずれも骨化が進んでいないため幼鳥と推察され、最小個体数は l個体である。カモ科は切断

された痕跡が見られる頚椎が出土しており、調理方法などを知る手掛りとなる。サギ科はコサギの大

きさと思われる寛骨が遺存していた。

d)第2b層出土の動物骨

同一個体であるシカの骨盤部がまとま って出土している。左右の寛骨は腸骨稜や坐骨結節、恥骨結

合部の骨化が未完成であり、 仙骨の横線も骨化が完了していないため、 若い個体と考えられるO しか

し、 奈良公園の成体のメスと比較すると大きいため、亜成体または若いオスと推測される O

e ) SK2070出土の動物骨

ウマのみが出土した遺構である。出土部位は下顎や歯が多かったが、 榛骨や大腿骨などの長骨も混

在していた。これらは保存状態、が悪く、個体の同定や骨計測ができたものはわずかであった。最小個

体数は 3個体であるが、 資料番号488-03の上顎臼歯は磨耗が特に進んでお り老齢個体と思われ、こ

れを計算に入れると 4個体である。

f)まとめ

1、豊臣期の大坂城の遺構からは大型のイエネズミが多数出土してお り[安部みき子2002J、SK3017

にネズミが多いことも当時のネズミの生息状況を裏付けている。

2、食用にされたと思われるニワト 1)は幼鳥のものが多かった。

3、カモ科は3種類の大きさが異なるものが見られ頚椎の切断痕からこれらも食されたと考えられる。

4、シカの骨盤部のみが出土したものは、 若いオスであった。

5、ウマのみが出土した土墳SK2070で、は歯以外の骨の保存状態は悪かった。最小イ固体数は4個体で、

年齢は若い個体から老齢個体まで幅が広かった。

表2 シカのtit骨の計測値

間丹笠 000-001 000-002 
第51事訓i イIIJ'm

i込大長 118.26 
ill:i'J Ji1大和l 90.02+ 

τhケ1iH叉二 67.99 
IlflWH: 34.72 111.43 

前判i体IIH
合f¥::j1i又t 23.58 15.95 
繍11: 34.84 38.69 

I主flE体[師 <<-五f王 17.85 
t前g~ 41.30 

[前関節突起 I\l~m 47.87 45.90 
後関節出起号1恒 44.15 
JlJJ 'I~J 虫起削幅 123.51 
~~後期節虫起自民 53.65 

表3 シカの肩甲骨の言|測値

表4 シカの長骨の計測値

資料干fi号 555 555 555 
044 045 001 

|剖l立 」腕H 棉 m ~b ::f:.)，il-

Ji:: 壬 214.82 204.36 
全長 207.93 
全量 Ji'ii!lから 181.77 

近{立端
矢 犬径 21.74 20.77 

益j相と箆径甘径
36.07 38.23 28.46 

t持F中央 25.74 14.24 17.10 
19.20 24.13 19.41 

矢状径 40.06 25.24 20.59 
ihlf.立端 閣議而 45.58 35.14 29.56 

55.20 

40 

表5 シカの寛骨の言|測値

全長
r.t'lij臼

主子

陥骨結合面白

同JlJl孔

1号付長軍部

000-0041000-005 
260.941 264.74 

2長径 40.901 41.78 
29jt辛 36.501 37.38 
| 84.181 87.05 

最大長 53.781 53.50 
Z1;1予 32.181 32.08 
rz径 22.321 23.1 '1 
l豆 12.291 12.47 

表6 ネズミの下顎骨の計il!lJ値

表7 ウマの下顎骨の言|測値

'ti料恭一日 480 '178 
左右 11'. 右 左

矧lヨ的前期~1Jj主
ii計臼期 l主 91.04 

下後i期ヨ休o:日l長MIの前禄 67.45 61.24 

第2iiIJ臼歯 片害
12.52 14.35 

、f干 29.69 

費l3前臼歯 14.35 15.17 14.52 
f歪 26.13 25.81 26.89 

第41荷臼歯
14.39 15.59 15.42 

f圭 25.94 25.23 25.70 

第i後臼歯 高{基舌一斗径一当主
13.75 14.19 1'1.83 

。斤 24.65 24.33 24.45 

第2後I"J世I
[頚 13.23 13.71 14.05 
、斤速，υ径 24.79 24.56 23.08 

第31詰臼的 矧舌i手 12.22 11.22 
、斤遠心f干 29.88 33.39 

右

169.76 
86.83 
83.45 
75.09 
14.25 
32.25 
16.48 
26.67 
15.53 
25.73 
15.20 
24.06 
14.95 
2'1.81 
12.69 
33.97 

※まU -7の言I'iJ!lJfilI単位:はmffi。



表8-1 動物骨鑑定表
白科世JlI! Il!告占出1胃 崎明 11U".ff!f立 計測fl， {暗号

骨'1 番号 左布 部位 詳細 {回}

'113-001 SK2070 ウマ 占:1)(腿廿 司~3転 fから約20cm坦 r?

'113-002 SK2070 ウマ 右俄1:，- 近f，):端から約28cmirt存、近i止端信IJtの破III

'113 003 SK2070 ウマ9 民f~片 きF陸

'113-004 SK2070 ウマ 不明 );:的 上 Fb-:'，(-j不明

，113-005 SK2070 ウマ 1己 ト顎郁3VJ世l 的冠。tlJI

413-006 SK2070 ウマ 左下関前2切l!i lJi冠確叫i

'113 007 SK2070 ウマ Ii' 1 F官1第1切Ili 世i冠唖III

'113-008 SK2070 ウマ 右 f~!目前 I~J的 (Jj冠厳!lI

413-009 SK2070 ウマ 右下顎都3VJili ifII曹の-:llliftIU!i冠依w
413-010 SK2070 ウマ 左止;n抗3切品l 的証舷IJI

'113-011 SK2070 ウマ Ji' I I: :;n第2~J梓i 日{冠破f日

413-012 SK2070 ウマ 右上;fi~) 1VJ品l 出冠融制

413-013 SK2070 ウマ イ;1I罰1第2VJm m冠般lJl
413-014 SK2070 ウマ 右上 ，ñ昂3切~f，白 的ii融制
'113-015 SK2070 ウマ 右上新車2切IJUror第11，自由 傾苫任 24，90辺通し筏26，66

'113-016 SK20iO k明拘Ii礼/iilウマヲ)ィ、IVI宜ft 克廿円の一部のみ遣存

'113-017 SK2070 jミ時j崎11才lfIilウマ?I ftt~ 多位 焼ft 部混入
，114 SK2070 ウマ 不明 切1}(Ij J'HTIの保有:R'ぃ

切市町m柵町l 破1iiイjF加世田~1n， P2 -M3まで主I閥、

<178 SK2070 ウマ 左前 下刻廿 左iよ出3)(/i日j(白I何より佐ブJが刺11品、1'2、M2まで釘M、1i7 
M3は遊離

480 SK2070 ウマ 左右 下顎'I'~'
li.はP2、M2まで釘地、れはP3-"IUで$[hN，阿聞とも

占7
M2以降は破IJI、10M3は遊離

'181 SK2070 ，~マ 左犠廿 尺廿との櫨合前から連i立約15cm遺ι

，185 SK2070 k明時間UIi 不明 1.HtJi l由節部多位iltli 焼骨

，186-001 SK2070 ウマ 右大腿廿 第3転fのみil1li

，186 002 SK2070 大出向11乳矧{ウfヲ) 1Aft!'i 
'188-001 SK2070 ウマ ィ、IVIJよfliift 近1立部政制.保存状態悪い

'188-002 SK2070 ウマワ 国'H，'片など 12.1.!I 焼骨悦人

488-003 SK2070 内，ー、ヲ 左 上初臨IlHlflr 遊離m 長~i舌任 25 . 75 近遣・L 径 22 . 15 489-日明、011と同例{本

，r88-004 SK2070 ウマ IJ-=. 仁;n第21先日曲 地般的 頬61王25，90近遣し iI22.22 489-009、011と同個!)，，:
'188-005 SK2070 'ジマ 左上，(i節31主臼f!r 遊離t臼 領舌徒22.52近J宜L任 26，67 489-009、011と同一例体

，¥88-006 SK2070 ゥーコ 右上，ntn31主Flfli 避震t!i Ili舌径 19，50近迫也、任 28.02 '¥88-006-008は同一個体

488-007 SK2070 ，~マ 右 lニ顎百¥21五f3t!i 遊離前 矧舌筏 23，35近遣'L佳25.6'1 488-006-008は同倒体

，¥88-008 SK2070 ウつ .{j ヒ加ti¥H長引世i 遊離措{ 頬苫径 22.63近辿し、任 24.20 488-006、008は同個体

，¥88-009 SK2070 'フマ 右上初tr;3f-主日的 遊離的 矧舌径 22.97近迫し径 27，01 '¥88-009と010は同一例体比較的邑齢

'188-010 SK2070 '7マ 右 仁加申21主FIW 遊離I!¥ 茸r1d，長25.53近it{任 22，13 488-009と010は同 間体、比較的老齢

1188-011 SK2070 ，~マ 右 j'，;nt'I(!i 遊離(li 傾舌筏 27，23近迫L径25.89

'¥88 012 SK2070 ウマ イ'j¥ t:;nFlt~[ 遊離iIi 頬舌径 23.40近3主し、径 23，62

488-013 SK2070 ウマ 右上顎FIIIl 道雄Ili 傾舌径 26.78近速し任 21.95 .I!;齢

'¥89-001 SK2070 ウマ IL 1 t顎都21時EJ的 遊離曲i 傾舌筏 22，22近追七1壬36.19 489-001 -006までと同一鯛f~

489-002 SK2070 ，)マ 左上顎節3"，18Ilr 遊離fjl 傾1i径23.22近迫し径 24.31 '189-001-006までと同 制作

189-003 SK2070 ウマ 左上初酷41酎1'1歯 遊離t!/ 傾61壬22.93近J主し・筏 24.18 '189-001、006までと1'1 畑作

489-004 5K2070 ，~ーマ 左 l二割第11主臼tlr 遊離曲I 綴舌径 211.21近i童心径 26，03 489日01-006までと同一個体

489-005 5K2070 ゥーミ ノ正 上~J1 ~}2 1:主1' 1的 遊離曲i 頗苫筏 23，99近辿，し径 26.66 489 日01-006までと同 個体

489-006 5K2070 ヴマ li. IJ'，;A郁31孟臼t!J 遊離世j 実ii舌径 21.00近速し‘径 26.51 '189-001-006までと同 附体

489-007 5K2070 ウマ ゆ~t拘 l→下Ji.11不明1I正右の11と12.13が釘他
489-008 SK2070 。ジマ 左下顎節31長円的 遊離的 まn舌筏 12，04近迫・し径30，05 白い

489 009 SK2070 ウマ /己上那郡21拘1'1的 遊離(1/ 頬舌筏 23.47近迫(，1>36.17 '188-003、005までと1'1一個体、比較的1¥¥、
489-010 5K2070 ウマ 左 1'，:矧司¥3n:/8t!1 遊離品j 制舌径 25，78近迫 L'径27.12 '188-003、005までと同 制体比較的?';ぃ

189-011 5K2070 ウマ 左上顎郡山iiJr-lm 地離f白 lIi舌 tj長 27.62 近 j~'L.I王 26， 16 '188-003-005までと!日lー倒fk比較的u¥‘ 
489-012 5K2070 ワマ 右 I'，;A出3-ljiJFlW? 遊離tl/ 矧苛筏 26.73j!i迫-L径 27.32

000口01 ~;2b出サ ~jJ 前5腰III 表2 00011全て1';1 間体

000 002 t1~2bJ.;可 rjl ンプj 仙骨 右耳状而わずかに破托l 主2
WI線の什化は完 jーしていないのでl¥¥、

Ooor:l全て同一個体

000-003 前2b府rjJ ンプJ 部116惟 最大民 32，76，Mlf4;J.毛25.0'1 OOor:1全てfo.j-fl固体

000-00'1 前2b居中 yカ /よ宜廿 料骨11，世骨結節‘恥1't結合部1.1;¥‘ずれもJ、骨化 表5 :n¥¥000は全て同倒J.l>

000-005 第2b府中 ンカ 布克明 腕廿往生廿結節、恥骨結合部l品、寸'Ilも主廿化 丘5 若い、000は全て同一個体

530-001 5K3017 カモ朴1)(型) 右上腕骨 1't幹中央から遣lil端まで約lOcm温存 連i立端矢Ik1.垂 13，15，(品筏 20，91

530-002 5K30 17 カニモ科(qlff，ln 左.fJ1J1't 胸骨間陥商I外阿部依tn
555-001 5K3017 "'7J 右中r-1'l" ま4

555-002 5K3017 ンカ 右」腕竹 骨幹中央から塩W:端まで遺w:内側外側ιmともに破m泣1立|則l1ii町制 36，76
555-003 5K3017 ウマ イ1 健廿 tt幹111央約2ucnu監lI- 骨幹中央矢状1'1¥2，1.00，検後 35.37

555-00，1 SK3017 イス 右太腿廿 両骨端'"組合
骨幹最k~ 128.70.骨幹中央矢状

iJJI~ ， 555-4 、 7まで同一個体9
径 20.40，1置径 11.76

555 005 SK3017 イ~ 右腔骨 両廿端未唖合
骨幹li1k~ 124.i2，廿幹中央主状

幼体、555-'1、7まで同 側体ヲ
径 11.00

555-006 SK3017 イヌ 右首~31l1)EH 遠{止端ぷ暗合 近位+ft幹侃)(1主52.12 幼I品、555-，1、7まで同一個体?

555-007 SK3017 イス 右第SljlJil1t 連位端未喧什 近1立+骨幹li"'l'ミ48.34 iJJ体、555-4-7まで同 制体ワ

555-008 51<3017 イヌ9 不IVIキJIj'1'1

555-009 SI<3017 ドブネズミ 日頃刊 頭取什よりiiil郎が遺(f 硬口査員(P-，，)25，89 品!のrtH色が大部、

555-010 5K3017 ドプ01クマヰズミ 左大腿fl' 限大長 35，6i

555-011 5K3017 ドプ01・クマネズミ 一 I，h廿 革11!l11ftと部2仙惟のみ能合して遺骨 最jミ附 13，86

555-012 5K3017 カモIfl'!'瑚} 右上院什 最大H97，50 オナガガモとほぼ同大

555-013 5K301 i カモ朴(r!1担} 左手悦中下骨 近位指わずかiこ慌鍋 全長 50，97+ ヰナガガモより小

555-01'1 5K3017 カモ件('!'!¥'il 左尺廿 近1立端矢状筏 12.ItI.横!f10，52 オナガガモとほぼ同太

555-015 5K3017 サギ科(中型} 右足十W!t)E1t 廿幹部より遣位端まで約6cm遣存 連位端先状!15，78.l/(径 9.48 チ二Lウサギよりやや太部、

555-016 5](3017 ーワト1)1 ホ l腕什 骨幹約5cmillU

555-017 5K301 i ニワトIJ? 左 lミ腿刊 idijfl-端--ld;j化 全民 48.70 Mf).'.555-17-19はi司削l体ヲ

555-018 SK3017 ニワトリ。 左 l腕骨 両廿端Ai:1Hヒ 全長 45.42 幼iι555-1 7、 19は同倒f~?

555-019 5K3017 ニワトリ? 右股叶 同骨端』、骨化 官民 50.36 幼{伝555-]7-19はl司一個体。

555-020 SK3017 ニワトリ? 右限骨 間骨端未it化 全I毛64，23 幼I{、

555-021 SK3017 イヌヲ イ司l昨骨 骨幹から連('L邸前5cm遺存.連i止端Aミ曜u 幼{本

555-022 SK3017 Jミ型附乳罰 骨片

555-023 5K3017 ニワトI}? 左足以中)t1'~ 蹴爪あり 全民 il.55 J 
555-0211 51¥3017 トリ(太明} 在尺骨 骨仲中央~迫{立端~:(J9cm温存、連I止端わずかに匝!ll

555-025 5K3017 ドプ0'クマィ、ズミ 右 F加廿 闘のJf.!陀なし 衣6

555-026 SK3017 ドプ0'クマネズミ 右 F顎廿 切Ij/部は焼骨 ，<6 
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表8-2 動物骨~~定表
資料杭里I! 千'~H'r llf直情 J五t， /J¥1部i立 叶測拙 i曲19
1I'i ~} 市り 左イI 部(立 4細 (圃}

555-027 5K30 17 ドプorクマネズミ !J;ド;Jîf~ 長6 WUIiはkきい
555-028 5K3017 1・プorタマネズミ 左上初廿 的のls粍なし
555-029 5K3017 ドプorクマネズミ ぷ 1-.，11切(11

555-030 5K3017 ドプ0'クマネズミ 庄町巾廿

555-031 5K30 17 ドプorクマネズミ lell 腕廿 近fiJJ耐忠世合 1'，'幹+i創立端民27.51 1¥'‘ 
555-032 5K3017 ドプ0'クマネズミ 左上腕廿 全民27.43
555-033 5K3017 ドプ0'・クマネズミ /c 1 t腕骨 全H27.2，1 
555-034 5K3017 トプ0'クマキズ、 右上腕廿 全民 29.08
555ー0355K3017 ドプorクマヰズミ イ， 1.1<腿骨 連位端未癒合.大転JC唖掛 若い

555-036 5K3017 ドプorクマネズミ 左宜骨 腸廿1量、恥骨下校植m
555-037 5K3017 ドプorクマキズミ lr..世1't 防廿f量恥廿下技量J日
555-038 5K3017 ドプorクマキズミ 右宜f~ 脇廿主t--"'I~ft結節 43 .0 1

555-039 5K3017 ドブorクマネズミ 古寛"，]. 腸tf段確m
555-0'10 5K3017 ドブorクマネズミ 右宜1't 開fH量破f日
555-04 I 5K3017 ドプorクマ不ズミ イ7宜廿 世叶のみ遺f?
555-042 51(3017 ドプorクマネズミ 腰惟 3出i宜存
555-043 5K3017 ドプ0'クマ不ズミ flllft l占遺存

555-044 5K30 17 ンカ 右上腕骨 大結節政Jn t，4 IIJ土佐l世fi~;-R555ー 1 0-a

555-0115 5K30 17 ンカ 布俄什 <<4 IllU首位昨 '~;-R555ー 1 0- b

555-0'J6 5K30 17 ンカ 右 問中叶 肝巾輔の外側部と内側縁般IJI J<3 Illl:位111骨';;'R555-3

555 0'17 5K3017 ドプ0'クマネズミ 右腔1'] 回ド廿破111.近{立端米癒合 骨幹+通1立端n3，1.97 /JU:j，'r.tZt許可R555-'13
555-048 5K30 17 ドプorクマキズミ :fi 下顎甘 << 6 11¥1:1ま世帯守R555-46
506-7-" 知2b、3肘>¥'コサギ9 在克叶 Fュウサギよりやや小

506ー7-b前2b、310'pカモ』トヲ 煩111: 柑w前面的やや佳方で切断 解体#!あり

506ー7-c部2b-3府111ニワトリヲ 左尺ft ft幹長43.39 両骨端米廿Iヒ
506-7-d 第2b-3府中 ニワトリマ k. 町叩廿 関節目奇から約2cm迫存 l明節;¥l;.Iミ廿It

555-044 
シカ
lニ腕1';.(右)

530-001 
カモ利 (大~~~!) 
上腕'I'J'(イi)

555-045 
シカ
検1H右)

2 
カモ利 (，t，型)
上腕1~J'(イ'5)

555-004 555-005 
イヌ イヌ

大腿骨 (お) 脱什(む)

I 1 555-046 
シカ
同甲竹(布)

555-001 
ンカ

中下)~l.(右)

555-006 555-007 
イヌ イヌ

第3'1'足1';"(右) 第5'1'足骨 (右)

05cm  

1 : 3 (555-001 . 004、007.044-046) 

555-025 
ドプor7<ネズミ

555-009 下顎骨(右)
ドブネズミ

宮'i1~J 

555-010 

555-038 ドブ01クマネズミ
ドプ01クマネズミ 大腿)~J. (左)
覚fl'(右)

530-002 555-014 555-013 555-015 555-018 555-017 555-019 
カモ利('1'噌) カモ科(中型) カモ科('1')相) サギ利 ('1'型) ニワトリワ ニワトリ? ニワトリワ

C~口 1'1'(/;:) 尺廿(左) 手似中手廿(Li'lJl艇中足竹(;tO 上腕廿(左) 大腿竹(J己) 服1']-(右)

03cm 

2 : 3 (530-001 . 002、555-009'010 . 012-015' 017-019 .023.025. 038) 

写真38 出土したlIi惜し類 'I~J ・ 13類'自

つ
臼
A
q
 

555-023 
ニワトリヲ

J.Eff!中)E1iJ
(左)



5 -2.魚骨の分析

丸山真史(京都大学大学院人間 ・環境学研究科)

松井章(独立行政法人国立文化財機構奈良文化財研究所埋蔵文化財センター)

a )概要

今回、報告する魚類遺存体は大坂城三ノ丸跡の土墳SK3017から出土したものである。共伴する陶

磁器から、このSK3017の時期は豊臣後期(1598年から1615年頃)と考えられる。本稿で報告する魚骨

のほかに 11雨乳類、鳥類も出土しており 、さらに木製の漆椀や皿、土師質の皿、焼塩輩、大量の箸も出

土している。魚類遺存体は土墳SK3017の埋土を水で、溶いて泥化させ、11日11m目の飾上で

たものの中カか、ら、魚、骨と鱗を選別したものである。今回は魚骨についてのみ報告する。

無1、骨は総破片数221点にのぼり 、そのうち146点を同定することがで

きた(表9・写真36)。出土種の中では、マダイが最も多く 、破片数97

点と61%を占め、次いでシイラが25点、 マダイなどを含むタイ科が10

キダイ
フグ科，" その他

ス2す¥2%r" /'1% 

点、マダラが6点となる (図29)。刃物傷が見られるのは17点、被熱し

て変色しているものが2点ある。記載する魚類の標準体長は、手元の現

生骨格標本と比較して推定した値である。

b)種類別の特徴 図29 魚類のkJl.J瓦(NISP-f5'訂

マダラ 椎骨が6点出土しており 、大きさは全て60cm以上と推定される。

マダイ

61% 

ボラ科 主 t顎骨がl点(右)のみ出土しており、大きさは体長40cmから50cmと推定される。

スズキ 副蝶形骨 ・方骨(右)・椎骨が各 l点出土している。本種は成長とともに呼称が変わる出世魚

であり、関西で、は体長30cm未満をセイゴ、 30cm以上60cm未満をフッコ、 60cI11以上をスズキと称する。

出土資料は全て体ー長40cmから50cmのフッコ級と推測される。

アジ科 椎骨がl点のみ出土しており 、大きさは体長10cmから20cmと推定される。本科には小型の

マアジやムロアジなど、大型のロウニンアジやシマアジなどが含まれる。出土資料は、小型のマアジ

やムロアジの仲間である O

ブリ属 主上顎骨(左)と歯骨(左)が各 l点、計2点が出土しており 、体長60cm以上と推定される。

シイラ 椎骨が18点、角骨が2点(左 l右 1)、前上顎骨(右)・主上顎骨(右)・歯骨(左)・準下尾骨 -

尾部棒状骨が各 l点、計25点が出土している。大きさは小さいものでイ木長40cmから50cm、大きいも

のは80cm以上と推定される。

マダイ 椎骨17点 ・舌顎骨 7点(左4右3)・口葦骨(左 5右 1)・主上顎骨(左)が各6点など、計97

点が出土している。前頭骨など頭部の骨4点は正中方向に切断される「兜割Jの痕跡が見られる。この

ほか、椎骨8点は椎体側面が切断されており 、歯骨 1点 ・口蓋骨2点・ 主問、葉骨2点 ・前側葦骨3点 ・

計22点に細かな刃物傷やぶつ切りにされた切断痕が見られる。

キダイ 前頭骨が2点、上後頭骨がl点、計3点が出土しており 、体長20cmから30cmと推測される。

タイ科 椎骨6点 ・中翼状骨2点、前偲蓋骨(左)・擬鎖骨(左)が各 l点ずつ、計10点が出土している。

大きさは、すべて体長30cm以上と推測される。椎骨 l点は被熱しており白色を呈する。本科はマダイ

円
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とキダイのほかに、クロダイやチダイなどを含むが、出土資料はそれぞれの大きさからみて、大型の

タイ科であるマダイやクロダイの可能性が高い。

マグロ属 基後頭骨 ・前上顎骨(右)・主上顎骨(右)・方骨(右)が各 l点、計4点が出土している。大

きさは l点が休一長40cmから50cm、3点が50cmから60cmと推定される。

カマス科 口蓋骨(左)1点が出土しており、大きさは体長30cmから40cmと推定される。

ヒラメ 椎骨 l点が出土しており、大きさは体長60cm以上と推定される。

フグ科 前上顎骨(右)・前偲蓋骨(左)・不明部位が各1点、計3点が出土している。大きさは体長10

cmから20cmと推定される。前上顎骨は結合部が切断されている。

c)マダイの解体痕について

マダイには頭部の骨に切傷や切断の痕跡が見られるものが

少なくない(註 1)。 前頭骨を含む神経頭骨5点と歯骨 l点

は、正中方向に頭部を一気に切断する「兜割jの痕跡が見られ

る。神経頭骨の切断は全て正中方向であるが、正中線上の右

側か左側で切断されており、 3分割されたと考えられる。神 図30 マダイの解体痕

経頭骨の l点と上後頭骨2点は、後位部が正中方向に対して垂直に切断されており、頭部と胴音[5が切

り離された痕跡が見られる。歯骨は左右の結合部に切断痕が見られ、頭部が正中線上で2分割された

ものと推測される。歯骨に残された刃物の痕跡は正中方向であり、吻部から尾方へ庖丁が入ったと推

測される。口蓋骨2点は正中方向あるいは正中方向に対して垂直方向に切断されている。主鰐葦骨 l

点は正中方向に対して斜めに切断されている。前惚蓋骨 1点は屈曲部に切傷が見られ、他の 2点は正

中方向と正中方向に対して垂直に切断されているO 前ro思葦骨の切傷は外側に見られ、外側から庖丁を

当てたことがわかる。椎骨は最も多く 8点に切断の痕跡が見られた。腹椎の左側あるいは右側のどち

らかの横突起が切断されているものが6点、右側の横突起と前位面が切断されているものがl点、両

側の横突起と後位面が切断されているものがI点である。腹椎の横突起の切断は2枚あるいは3枚に

おろされた痕跡で、前位面あるいは後位面の切断はぶっ切りにされた痕跡と考えられる。両側の横突

起が切断されているものがあり、 3枚におろしたことがわかる。また、横突起と前後位面が切断され

ているものがあり、身をおろした後に「あら」をぶつ切りにしたこともわかる。以上から、①頭部と胴

部を切断、 ②頭部は3分割に「兜割」、 ①頭部はさらに細かく切り分ける。④胴音[5は2枚あるいは3枚

におろして身を取り外した後、 ⑤適当な大きさにぶつ切りしたと考えられる(図30)。このようなマダ

イの解体は、江戸の遺跡から出土したマダイでも推定されている[金子浩昌1991]。これらを比較す

ると、切断方向がやや異なるものの、ほぼ同様の場所で切断されている。各地で同様の解体方法が普

及したと考えられ、料理本の普及との関連が想定される。

このようなマダイの解体痕は、身を取るためだけでなく、頭部を料理に利用したものと考えられる。

遺跡から出土するマダイの「兜割Jは、 2分割と 3分割の2つの方法がある。3分割は現代の料理には

用いられない方法で、「潮煮J(註2)に利用された可能性が指摘されている[岡嶋隆史2004J。解体痕

が見られる資料は体長30cm.tJ、上の中型から大型の個体ばかりで、体長30cm未満のものは少ない。小
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型のマダイは尾頭付きで、おIJ善に上がったと想定される。それに対して、中型や大型のマダイは、身を

取り外した後、「あら」を「潮煮Jゃ「兜煮Jなどに利用したのであろう 。

d) :明類消費の様相

最も多く出土したマダイは、骨が大きく堅固であることから、イヌなどによる食害の影響は小さく、

縄文員塚以来、遺跡から最多の出土量を示すことが多い。一般にマダイが遺跡から多く出土する理由

に、発掘中に目につきやすいこともあげられる。本遺跡でも最小個体数にして 6個体と最多の出土を

見る (註3)。 前述のように、頭部が解体されていることから、骨も料理に利用されたと考えられる。

小さなものは尾頭付ーさ、大きなものは頭部を「潮煮」ゃ[兜煮」などに利用 された司能性がある。キダイ

は、関西では「レンコ鯛」として馴染みの魚である。出土資料は前頭骨と上後頭骨で、いずれもマダイ

のような「兜割」は見られず、魚、体が小さいのでマダイの代替品として尾頭付きで、お膳に上がったこと

が想定されるO シイラ ・マグロ属・マダラは瀬戸内海で漁獲されず、遠隔地から搬入されたものと考

えられる。大坂城下町魚市場跡では3種とも出土しており[久保和士1999J、大坂城三ノ丸跡(大阪府

警本部地点)はシイラとマダラが出土している[丸山真史 ・松井章2006J。これらは各遺跡からの出土

量は少ないが、大坂城およびその城下町から広範囲に出土し、干物や塩蔵品として保存加工され、流

通品として出回っていたと考えられる。

出土した魚種と季節性を考察すると、近世初頭では保存や輸送の技術が発達しておらず、それぞれ

の魚類の漁獲季節と同じであると仮定すると次のようになる。マダラは夏には深場、冬には浅場へと

移動することから、漁獲されるのは浅場へと移動してくる冬期である。この他はi争、獲される季節がさ

ほど限定されない。これに対して、 SK3017から大坂や京都の夏の風物詩であるハモが出土していな

い。大坂城下町跡でハモ属の出土は多いにもかかわらず出土していないことは、ハモが盛んに漁獲、

消費される夏期の廃棄物が含まれていない可能性が高い。冬であれば、大阪湾でも馴染みのボラ科 ・

アジ科・ブリ属 ・カマス科 ・ヒラメ ・フグ科などは鮮魚、で運ばれたものもあっただろう O 大坂城下町

魚市場跡から出土した魚骨と比較すると、本資料は魚種が限定され、大型魚、が多いことが特徴であるO

魚市場跡から多量に見つかるイワシ ・アジ・トビウオの仲間は、 1mm日の飾を用いたにもかかわらず

採取されていない(註4)。 同遺構から出土した漆器椀 ・大平鉢 ・焼塩壷・多量の箸などの食具とあわ

せ考えると、本資料は日常の食生活ではなく、宴会の食事を反映している可能性が高い。

e)まとめ

大坂城三ノ丸跡の発掘調査において、多くの魚類遺存体が出土しているO マダイの出土が卓越し、

約2割の骨に庖丁による切傷や切断の痕跡が見られる。これらは 2枚あるいは 3枚におろし、「兜割」

など料理にするための解体痕である。マダイは3枚におろした後に、「あらJをぶつ切りにして調理さ

れ、お膳に上がったと考えられる。また、小型のマダイやキダイは尾頭付きと考えられる O シイラ ・

マグロ属・マダラは太平洋あるいは日本海沿岸部の地域から搬入されたもので、これらが占める割合

はマダイやタイ科の次に高く、遠隔地流通の進展が窺える。マダラの出土から、引くから冬にかけて廃

棄された食料残淳と推測される。大阪の夏には欠かせないハモが出土していないこともその傍証のー

っとなるだろう O キダイやフグ科など今日の大阪でも好まれる種類やアジ科やカマス科など馴染みの

「ひ
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写真39 SK3017出土の魚官

種類も出土しており 、多様な魚料理が饗されたようである。他の遺物も考慮すると宴会の食事を反映

している可能性が高い。

註)

(1)ここで使用する「頭音|りとは、魚の見た目の頭部であり、ネ111経頭骨、顎骨以外に内蔵官・を含めて指す。

(2 )潮煮は、現代の潮汁とほとんど同じものであり、出汁が少なく 具が大きい[岡嶋隆史2004J。

( 3 )個体数は左右を分けて重複する部位の最大数に、推定体長が重複しないものを加味して算定した。

( 4 )分析資料は水洗選別した土壌の一部であり、ほかにイワシなどの微小骨が含まれている可能性がある。

硬'，J魚網 OSleichlhyes 

タラ 1=1 Gadiformes 

タラ手十 Gadidae 

マダラ G;ldusmIl口'Ocep/W/liS
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ボラ科の一種 Mugilidacgcn. cl sp. inclct 
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スズキ科 Percichthyidae 
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表9 種名表

アジ科 Carangiae 

プリ属の一位 Serio/a 51' 

アジ科の一種 Carangi叫 gen，el sp， indel 

シイラ科 Coryphaenidae 

シイラ Coyphilena hipplirliS 

タイ科 Sparidae 

マダイ Pagrus majol 

キダイ Denre.λlwnili'ons 

タイ科のー経 Sparidae. gen. el 51'， indel 

表10 集計表

カマス料 Sphyracnidae 

カマス手|の一位 Sphyraenidae. gen. el sp. indet 

サパ平 Scombridae

マグロ属の一位 Thunnus sp 

カレイ 13 PIClIroneClifonne5 
ヒラメ科 BOlhidac 

ヒラメ Pnralichrhys olivelceus 

7グ日 Tetraodonit i forl1lcs 
ブグ平 Tetraoclonitidac

フグ科の-fifITClraodonitidae， gen. el sp. indet 
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5 -3.貝の分析

ここではOS06-7次調査で出土した貝類について報告する。同定作業には現生標本と図鑑[吉良哲

明1954.波部忠重1961]を利用している。個体数に関して腹足綱は殻口数を、 二枚貝綱は左右殻数の

多数の方を原則として採用している。

表11 11'，土貝類種名一覧

)復足綱 Gastropoda
Notohaliotis属の一種(アワビ類)Notohaliotis sp 

サザエ TlIrbo(Batilllls) cornllllls Soland巴I
アカニシ Rapanathomnshma (Cross巴)

ノてイ Babyronia japonica (R巴巴ve)

二枚貝綱 引valvia
ノ、イガイ Anad8/百(Tegillarcn)gl百nosllbis巴nensisSch巴ncket Reinhart 

アカガイ Anad丘ra(Scaph且rca)brollghtonii (Schl巴nck)
イタボガキ OstreadenselameJ/osa Lischk巴

ハマグリ Meretrix11Isoria (Roeding) 

出土した貝類は8種、 350個体にのぼる(表11・12)。いずれも豊臣後期に属する資料である。中で

もSK3017の資料が346個体と大半を占めていることから、以下では同遺構出土資料について述べる。

SK3017は豊臣後期の廃棄土横で、貝種構成をみると、サザエが73%と多数を占め、ハマグリ05.6

%)・アカニシ(4.6%)・イ タボガキ(3.8%)と続く O 個別の貝種をみると、まずサザエには遠隔地か

ら持ち込まれたとみられる有腕型が3個体含まれる。またアカニシとともに、大半の個体に調理痕と

みられる扶りや孔が観察された[池田研2006J。ハマグリは破損が目立ち計測可能な資本|は僅かであっ

たが、殻高値は21.9~ 61.0nunと大小の個体が含まれる。

さて、大坂城 ・城下町におけるこれまでの調査結果によると豊臣期を画期として員種構成が激変し、

中世ではヤマトシジミが大半を占め、汽水・淡水性種を中心に限定された種から構成されるのに対し、

豊臣後期以降は断水性種が主体をなし種数も激増する。また、新しく加わった貝種には、潜水して捕

獲する必要があるアワビ類やイワガキ、遠隔地から持ち込まれたホタテガイや有赫型のサザエ、外洋

性のチョウセンハマグリなどが含まれている。さらに豊臣期以降についても、豊臣期と徳川期では変

化が見られ、豊臣期にはサザエ ・イタボガキ ・ハマグリ ・ヤマトシジミ・アカニシなどの比率が高い

のに対し、徳川期にはハマグリが圧倒的な割合を占めるようになる[池田2005・2006J。そうした傾

向を踏まえた上でSK3017出土資料を見ると、遠隔地から持ち込まれた資料を含む多数の断水性種か

ら構成されており 、中でもサザエ・ハマグリ・アカニシ ・イ タボガキの比率が高いなど、豊臣期の傾

向によく合致したものであると評価されよう 。

表12 調査地出土貝類一覧

地層 -逃構名 11寺期 ハマグリ アカカ、イ ハイガイ イタボ、ガキ アカニシ アワビ類 サザエ バイ 合計

第2a層 豊臣後期 1 l 

第3-5層 豊臣後期 l l 

SD2072 豊臣後期 I l 

SX2244 豊直後期 • I 1 

SK3017 豊臣後期 54 13 16 4 殻253~ま 1 9 l 346 

表註 1. .は殻]頁 殻口が{J~土 しておらず倒体数は不明であるが、破片から存在が雌認されたもの。

2. SK3017のハイガイは殻合 1個体を含む。SK3017のサザエは有林型3個体を含む。
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6. まとめ

今回の調査地で、は大坂本願寺期の遺構は検出できなかったものの、豊臣前・後期、徳川期の遺構と

遺物を明らかにすることができた。

豊臣前期の遺構は建物礎石と講を検出し、 ドーンセンター調査地の武家屋敷が当地にも拡がること

がわかった。金箔押桐紋飾瓦や炭斗瓦が出土しているため、大名の屋敷地であった可能性が高い。

三ノ丸造成時の盛土は約2 .6m~こ達し、 南東か ら北西方向に盛土が進行したことが明 らかとなった。

防御用に造成された三ノ丸工事に関する貴重な情報といえる。

三ノ丸造成後、土を敷き固めたり瓦敷きを行い南北方向に道路が設けられ、東側を一段高くして建

物敷地が造成されていた。

この道路は第3層の盛土で埋められ、平坦面が造成される O その上にはもとの道路に直交して東西

方向の相II}を築き、その南側に井戸や廃棄土墳を設けていた。廃棄土墳SK3017からは、多数の容器と

共に動物骨 ・焦l、骨 ・員類が出土し、豊臣後期の三ノ丸における食膳形態の一様相が示された。

廃棄土壊や布II}が埋められたのち当地は整地され、第2層上面には建物や瓦組みの区画溝による建物

敷地、羽田が設けられていた。しかし、これらは大坂夏ノ陣の戦災で焼け落ち、その焼土が整理された

後、徳川期になると礎石列や井戸が設けられ、一時期、屋敷地になるといった変遷がうかがえた。

三ノ丸北辺の各調査において、豊臣後期の遺構は三ノ丸の石垣と夏ノ陣の焼土層以外に明らかになっ

ている遺構は少ない。今回の調査地で、見つかった豊臣後期の道路や屋敷地・廃棄土墳は、慶長年間の

大坂城北辺の空間構造を復元するための貴重な資料といえる。
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